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九州大学附属図書館における
EBSCO FOLIO ERM の導入

一緒に考えませんか？ 電子リソースのマネージメントと利活用
= 図書館目線と利用者目線から= 

2023年7月25日 （火） 福岡 ｜ 26日（水） 大阪 | 27日（木） 東京

九州大学 附属図書館
eリソース課 西 真里恵 （福岡・大阪）
学術サポート課 宮﨑 祐汰 （東京）

2023年12月28日 公開用に加筆修正
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九州大学附属図書館について

九州大学

福岡市内＋近郊に計4キャンパス

12学部 、19研究院

学生18,600名、教員2,150名

附属図書館

中央・理系・医学・芸術工学・筑紫の計5館

総蔵書数（2023年3月時点）

図書423万冊、 雑誌7.7万タイトル

電子コンテンツ数（2023年3月時点・購入分のみ）

ジャーナル 洋：41,500タイトル 和： 1,600タイトル

ブック 洋：67,000タイトル 和：13,000タイトル



電子リソース管理体制
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eリソース管理係
係長1名、係員2名（1名出向中）

電子リソースの契約・管理

電子リソース管理システムの統括

システム企画係

係長1名

図書館システム全体の企画・統括



導入までの経緯
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九大の電子リソース管理・提供システム
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ローカル検索システム
”九大コレクション“

ERMS

図書館
システム

A to Z リスト
“きゅうとE-Journals"

ナレッジ
ベース ディスカバリーサービス

"世界の文献"

リンクリゾルバ
“きゅうとLinQ”

MARC



ナレッジベース（Knowledge Base ・ KB）とは ①
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電子ジャーナルと電子ブックのタイトルリスト

システムベンダーが電子リソースのメタデータを網羅

的に収集し、最新の状態で保持

図書館は自館で利用可能な電子リソースを選択

選択しておいたコンテンツには

パッケージやアグリゲータの収録タイトルの入替

各コンテンツのURL等の変更

などが自動で反映される。（都度手動更新は不要！）

ナレッジベース

出版社

パッケージ

タイトル

タイトル…

パッケージ

タイトル

タイトル…

出版社

パッケージ

タイトル

タイトル…

パッケージ

タイトル

タイトル…

…



ナレッジベース（Knowledge Base ・ KB）とは ②
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図書館

ローカル
ナレッジベース

グローバル
ナレッジベース

システムベンダー

情報収集
最新の状態を保持

修正依頼
フィードバック

情報更新

各出版社

・ 書誌情報
・ パッケージ内訳
・ URL情報

…等を提供

UIを通して
利用者に提供

必要な電子リソース
を登録



ERMSとは
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電子リソース管理システム

（Electronic Resource Management 
System）の略。

ナレッジベースと紐付けて、各電子リソースの

契約状況・アグリーメントファイル

提供条件

（ILL、Walk in User、リモートアクセス・・・）

管理情報

（管理者ページ・ログイン情報・契約金額・・・ ）

を一元的に管理するシステム。

図書館

ERMS

・契約状況
・提供条件
・管理情報

ローカル
ナレッジベース



九大 電子リソース管理・提供システムの変遷

9

OPAC、A to Z リスト（Excel管理）で利用者に

アクセス情報を提供

ナレッジベース、リンクリゾルバを導入

ERMS、ディスカバリーサービスを導入

ディスカバリーサービスを

EBSCO Discovery Serviceに移行

電子リソース関連システムをEBSCO社製品に統一

2002

2005

2011

2017

2022



ナレッジベース導入前 （～2005）
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提供方法

OPACの雑誌書誌に電子ジャーナルのURLを設定

A to Z リスト （上記＋出版社提供データをExcel管理してアップロード）

管理方法

◦ １点ずつ手動メンテ：URL変更等のメンテナンスが後手にまわる

◦ タイトルの出入りの管理が追い付かない

→契約していたうち、リストに登録できていたタイトルは6千/1.5万件・・・

電子ジャーナルの収録情報・URL情報を
世界？日本？のどこか一カ所で
管理してくれたらいいのになぁ・・・



2005年 ナレッジベース導入
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電子リソースリスト（ナレッジベース＋A to Z リスト）、

付帯サービスとして提供されていたリンクリゾルバを導入

パッケージに含まれるタイトルの入替・各タイトルのURL変更等

自動で反映

アグリゲータ・無料誌も気軽に登録可能

登録タイトルが6千→2.2万タイトルまで増加！（2005年当時）

UI側では主題やDOI、PubMedID等からも検索が可能に



2011年 ERMS導入

電子リソースリスト・リンクリゾルバに続き、

同ベンダーのERMSを導入

コンテンツと契約条件等の情報を一元管理

→情報が分散せず、各コンテンツに関する情報が確認しやすく

各キャンパス・各担当者（特に利用者対応担当者）でも

情報の参照が容易に

→ユーザーに対するサービスの安定化
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２０２０年～ 移行の検討

使用システムの提供元が、後継サービスの開発に注力

→図書館システムリプレイスを機に、他システムへの移行を検討
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管理者側の
操作性

システムの
熟度

将来性 経済性
ユーザーサービ
スとの連携

移行の労力
ユーザーの
操作性

ナレッジベース
の

充実度

前システム

×

とにかく重い
古くてシンプル

〇

エラーは少ない

×

先がない…

△

EDSと別調達

△

EDSとねじれ

〇

なし

同程度

EBSCO社
製品

〇

速い
UIがきれい

△

成長途上

〇

期待大

〇

EDSとまとめて
契約可能

〇

ベンダー統一で
シンプルに

×

大変

国内で初めてEBSCO FOLIO ERMの導入を決定



電子リソース管理・提供システム
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ナレッジ
ベース

ローカル検索システム
”九大コレクション“

ERMS

図書館
システム

A to Z リスト
“きゅうとE-Journals"

ディスカバリーサービス
"世界の文献"

リンクリゾルバ
“きゅうとLinQ”

MARC

Publication Finder

EBSCO Discovery Service
※2017～先行導入済

Full Text Finder

EBSCO FOLIO ERM

2022年11月末～
EBSCO社製品に移行
※ディスカバリーサービスのみ201７～

EBSCO社製品に移行済



実際の運用
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使用インターフェース
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図書館

ERMS
ナレッジベースHoldings 

Management FOLIO



使用インターフェース① Holdings Management (HLM)

EBSCO adminに搭載

ナレッジベースを基調にしたシステム

ユーザーインターフェースとの連携

ナレッジベース上のデータのファイル出力・一括更新も可能

17

ⒸEBSCO



使用インターフェース② FOLIO

FOLIO ：

 オープンソースの図書館サービスプラットフォーム

 図書館・ベンダー各社・開発者の協力で構築

 九大は電子リソース管理関連アプリのみ契約

HLMと連携してナレッジベースを参照 修正等も可能

所蔵情報に管理情報を紐付け
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ⒸEBSCO



ナレッジベース
→契約範囲のメンテ
※アーカイブ権ほか

ナレッジベース
→契約範囲設定

ライセンス情報
→契約内容登録

管理情報
→必要に応じて設定

ERMSを用いた業務
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契約開始

ナレッジベース
→自動更新の追跡

バックアップ取得

ライセンス情報
→都度メンテナンス

管理情報
→都度メンテナンス

契約期間中

契約更新時
契約中止



移行作業について
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移行スケジュール
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2020年 ERMS移行検討開始

2021年6月 トライアル・検証

９月 EBSCO FOLIO ERMの導入を正式に決定

12月 各データ（KB/契約/MARC…）のマッピング検討

2022年2月 アグリーメント締結

6月 キックオフミーティング→データ移行開始

・7月 業務フロー・KBデータ・組織データの提供

・8月 ライセンスデータの提供

・9月 契約データの提供

KBデータ登録完了・内容確認

10月 HLMとFOLIO電子所蔵アプリの結合

2022年11月末 運用開始



データ移行について

定期的なミーティング

ERM系アプリ内のデータ（組織・契約・ライセンス…）はすべて

EBSCO社側がスクリプトを組んで一括登録

一括登録以外の作業：

ナレッジベース構築→ EBSCO社担当チームで作業実施

契約データとナレッジベースの紐付け・ナレッジベース修正
→図書館で作業実施

※ナレッジベース構築作業において、

・ EBSCO社のナレッジベースに版元から提供されていないデータ

・ 二重登録・所蔵範囲誤設定・別プラットフォームのデータの誤登録

…等、意に沿わないデータが多発。 現在も調整・メンテナンス継続中
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データ一括登録 作業イメージ
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登録用のフォーマット（Excel）提供 Excelにサンプルデータを入力

FOLIO上に仮登録 登録データの検証・全データ作成・提供

全データ一括登録 内容確認・調整

EBSCO社 図書館



移行してみて 良かった点

使い勝手が格段によくなった！UIがきれいで動きも断然早い。

システム改善の要望が出しやすくなった

EDSとERMの連携がシンプルに

別ベンダーのシステム同士を連携させていたことによるねじれが解消

サポートとの連携をとりやすくなった

連絡にはBacklogを使用。

質問・障害報告・KB修正依頼…等

24



移行してみて 課題

FOLIOのプラットフォームはまだ成長途上

動作は軽いが、UI上の細かな不具合はむしろ増えた

日本語のマニュアルが存在しない ※英語マニュアルページはあり

システム面の調整には、海外のチームとの連携が必要

EBSCO社が日本語で仲介してくださるも、互いに手間…

今後の成長に期待できるものの、現状は管理で手いっぱい。

FOLIOの思想に沿って積極的に成長にコミットしていけるほどの余力は…
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九州大学附属図書館 関連サイト

九大コレクション

https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_search/

きゅうとE-Journals

https://publications.ebsco.com/?custId=s9615955&groupId=main&profileI

d=pfui
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ご清聴ありがとうございました

https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_search/
https://publications.ebsco.com/?custId=s9615955&groupId=main&profileId=pfui


参考資料 別図① 当館の電子リソース管理・提供システム
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A to Z リスト
(Publication Finder)

ディスカバリーサービス
(EBSCO Discovery Service)

リンクリゾルバ （Full Text Finder）

ユーザー
インターフェース

ローカル検索システム
(E-Cats Library)

図書館業務に
使用

ERMS
(FOLIO)

図書館業務
システム

(E-Cats Library)

MARC出力

ナレッジベース
（Holdings 

Management）

※（）内は使用製品名



参考資料 別図② EBSCO FOLIO ERMの構造
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EBSCO admin FOLIO(ERMアプリ)

契約
各アプリ内データの情報連結ハブ

ライセンス

アグリーメントの管理
利用条件（ILL可否、リ
モートアクセス可否な
ど）

組織

ログイン情報
管理者ページ

統計取得ページ

電子所蔵
KBを参照・編集

EBSCO Discovery Service
（ディスカバリーサービス）

Full Text Finder
（リンクリゾルバ）

MARC Update
（MARC出力機能）

Publication Finder
（A to Z リスト）

Holdings 
Management

ローカルKBの管理・一括出力
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